




 

昭和 56,57 年度は,「母子相互作用と育児に関する社会学的並びに疫学的検討」の主題のも

とに,家庭婦人と職業婦人の母性意識についてのアンケート調査及びグループインタビュ

ー調査を行い,また当財団総合健診センターに於ける受診データ,婦人科的検診データによ

り,家庭婦人と職業婦人の両者について比較検討を行った。 

 昭和 58 年度は,「海外居住邦人主婦の育児に関する研究」として海外居住邦人の主婦が,

異国の環境で育児に就いて,いかなる変化がみられたかを,アンケート調査で行い,併せて

母親の健康状態の変化を,出国前と帰国後について,健診データから比較検討した。 

 「母子相互作用に関する研究」テーマに対し,3 年間にわたってアンケート調査,グルー

プインタビュー調査を実施し,母子相互作用の環境的,心理的な側面の把握をすると共に,

他方では血液生化学的検査を主とした母親の健診データ,あるいは婦人科的検討データに

より,疫学的検討も行った。 


